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飯綱町まち・ひと・しごと創生総合戦略・飯綱町人口ビジョン策定
（平成27年10月27日）

11月2日（月）石破茂地方創生担当大臣、高市早苗総務大臣、前地方創生政務官小泉進次郎衆議
院議員を峯村町長が訪ね、 『飯綱町まち・ひと・しごと創生総合戦略』の報告をしました。

石破茂地方創生担当大臣 高市早苗総務大臣 小泉進次郎衆議院議員

産官学金労言及び住民、議会等の広く関係者の意見を反映した総合戦略を策定
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飯綱町まち・ひと・しごと創生総合戦略策定に関してのコメント

石破茂（いしばしげる）ブログより抜粋 （平成27年11月6日）

「カネがない、時間がない、人がいない」という苦情を口にされる自治体もありますが、
その中で「産・官・学・金・労・言」の総参加を得て、手作りで内容の充実した素晴らしい
計画を立案して頂いた自治体、例えば長野県飯綱町の取り組みなどには本当に心が動
かされます。

石破内閣府特命担当大臣記者会見より抜粋 （平成27年11月10日）

よく金がない、時間がない、人がいないというようなことを言われる方があるやに聞い
ておいりますが、例えて言えば、人口1万人程度と比較的が小さいのだけれども、高校

生や大学生、女性を含む幅広い層のまちの方々を巻き込み、手作りで地方創生総合
戦略を仕上げた、役場の職員の皆様方の取組も以前とは全く変わってきたというような
ものがございます。これは長野県の飯綱町というところでございます。
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主な取組紹介① 「ＩＣＴを活用した最先端農業への挑戦」

最先端農業研究チーム

今後の展開
収穫予測
病害予察
土壌分析
食味分析
栄養・機能性分析
気象データ蓄積…

膨大な農業データを農地のセンサーで自動的に収集し、クラウド上でビッグデータ化。気候変動に対応した
適地適作の実践、効率的で食味・栄養等に優れる安全な作物を栽培する方法の確立等の研究・分析を行う。

✓ 経験や勘に基づく農業から、
データに基づく農業へ
（就農の間口を広げる）

✓ 六次産業化、ブランド化、
観光促進（インバウンドを含む。）
等へつなげる

✓ 「儲かる農業」の基盤を確立
✓ 美しい里山風景の維持・継承

→ 町への愛・誇り

一 般
財団法人長野経済研究所

Ｈ28年3月までに、水田に５箇所、農場に８箇所のセンサーを設置
（うち３箇所は、気象センサーも設置）
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飯綱町のりんご農家とスマホゲームがコラボする

前代未聞のイベントを渋谷ヒカリエで開催！

×

りんごを１玉300円（通常の値段の約３倍）で販売。若者を中心に多数購入された。

（平成２７年１１月２３日）
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主な取組紹介② 「女性の希望がかなう町」の実現に向けて
「仕事と育児の両立に向けた働き方改革に係る社会実験事業」

若い世代が希望どおり結婚し、子育てができるよう仕事と家庭の両立支援の促進を図る。

飯綱町内、長野市内、須坂市内の企業経営者、人事総務担当者等を対象にセミナーを開催（平成28年1
月22日） 「働き方の見直し」 「ワーク・ライフバランス」「ダイバーシティの実現方法」・・・・

・今後も働き方改革を目指す企業を支援（研修等）

・職場環境の実情調査等

企業の長時間労働の抑制や休暇の取得促進など働
き方を見直し、仕事と生活が両立できる職場環境
の整備を図る

狙う効果・未来像
官民協働
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✓ 子育て支援の財源を恒久的に確保するため、

2億円規模の「子育て応援基金」を町に創設。

✓ 女性活躍に関する施策は、女性が主導で決める（男性の論理で決めない） 。

→ 半数以上を飯綱町の女性が占める「飯綱町子ども・子育て応援会議委員」を設置して、

制度設計を検討中。

✓ 役場内に子育て専門の組織を設置（町民を窓口でたらい回ししない）。

主な取組紹介③ 子育て支援に向けた体制強化

検討会の開催 誕生祝い・入学祝い事業
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主な取組紹介④ 地域公共交通の維持・存続

町中心部に集中するサービス拠点
への住民の移動手段の維持確保・
充実を図るために必要な支援を行
い、医療、通勤通学、買い物等へ
の各種サービス利用の確保を図る

・デマンドバス充実実験運行（隔週土曜運行）
・デマンドバス運行システム改修
・地域公共交通人材育成支援

■今後の展開

✓ 人口減少に伴い、長野市と結ぶ路線バス（牟礼線）の赤字が続き、存続が危ぶまれる状況
（市内の病院や買い物に行く町内の交通弱者にとって切実な問題。）。

✓ 飯綱町の北と接する信濃町と、南と接する長野市との間で、町を通ってヤマト運輸が
毎日貨物輸送していることが判明。しかも、日中は荷物が極端に少ない。

✓ 「モノを運搬するついでに、ヒトを運搬してほしい」とヤマト運輸に打診。

ヒトとモノを一緒に運ぶバスの導入に向け、バス会社と詳細設計を検討中。
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主な取組紹介⑤赤東地区・高岡地区活性化プロジェクト

少子高齢化・人口減少が進み、地域の活性化と集落・強化を住民参加と協働により将来像を描き
活力ある持続可能な地域づくりを実現する取り組みと活動を展開する

・赤東の魅力を１００見つけよう（地域資源・魅力ワークショップ）
・地元学 地域探訪ワークショップ
・赤東地区集落点検アンケート実施
・飯山ＳａＷａＧｏＳａ視察
・赤東の未来を考えるシンポジウム

・田舎らしさ 都市近郊農村
・第二小学校を核とした「小さな拠点づくり」
（公園、親子が集える居場所、地域住民の拠り所等）
・美味しい農産物と活性化戦略
・赤塩焼の復活と活用
・空き家活用、ＤＩＹ
・ＳＮＳ活用、赤東の今を発信

赤東未来創造プロジェクトの設置・集落支援員設置 赤東地区のまちづくりの方向性・キーワードなど

■今後の取り組み

赤東地区の将来プランの策定【平成28年度】

できることからやる赤東未来創造プロジェクト
・赤塩焼復活への取り組み
・移住PR動画制作
・赤東地区の情報発信
・毎月10日は、赤東の日

【高岡地区】
・活性化委員会準備会を開催（10月19日）
・第一回活性化委員会を開催（1月21日）

・今後、活力ある持続可能な地域づくりへ向けての将来プラ
ンづくりを進める
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今後の取組について
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ICTを活用した最先端農業技術研究に関する実証実験事業（概要）

農業の担い手・後継者が不足し、耕作放棄地が拡大している現状を改善するため、ICT活用型の農業技術研究及び実
証実験を実施。本補正では、早期に効率栽培の確立等の成果につなげるため、先の補正で設置したセンサー等を活用し
て、収穫予測等の本格的な研究、六次産業化、ブランド化、観光促進（インバウンドを含む。）等を進める。

最先端農業研究チーム

収穫予測、病害予察
土壌分析、食味分析
栄養・機能性分析
気象データ蓄積…

気候変動に対応した適地適作の実践
効率的な栽培方法の確立、食味・栄養アップ

六次産業化

Normandie

ブランド化 観光促進
（インバウンド）

・・・

農家の所得向上
美しい里山風景の
維持・継承

研究を成果へ

一 般
財団法人

長野経済研究所
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飯綱町版「生涯活躍のまち」モデル地区活性化事業（概要）

飯綱町総合戦略の基本方針である「町内に住むあらゆる世代が元気に楽しく暮らすことのできる夢と希望にあふれる町」
を実現するため、急速に高齢化が進んでいる飯綱町福井団地区（飯綱町版「生涯活躍のまち」のモデル地区）に、高齢者
をはじめ、コーディネーター、地域住民、若者や障がい者等が共働し、多世代が交流できる「地域交流拠点」を整備する。

2020年目標（KPI） ・住民満足度、人口（2,047人（2010年））、平均年齢等を設定

検討事項

①事業主体の選定（社会福祉協議会？）
②コーディネーターを複数人配置
＝地域おこし協力隊の募集 又は
生活支援コーディネーター（地域支え合い推進員）の兼務

［主な役割］地域ニーズの収集、イベント・セミナー等開催、
コミュニティビジネス・生きがい創出、人材育成

③中古住宅や公共施設等の既存ストックを活用
④お試し居住等の移住促進プラン及び住宅環境整備
⑤信州大学、北部高校等の教育機関との連携（講座開設、ゼミ連携等）、
飯綱病院等の医療機関との連携

⑥社会活動のポイント化（町内商品等と交換可、管理方法等の検討が必要）
⑦スキルバンク（ネット等に、自分が「できること」「専門性」を登録）

（例）大工仕事等の専門事項、保育施設までの送迎等のお困りごと助け合い、学生の学習指導

※地域包括ケアシステムと連携

地域交流拠点

事業主体

整備

コーディネーター

運営
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「しごとの学び舎」創設事業（概要）

飯綱町を「稼げる地方」とするため、ICTを活用して地理的障壁を軽減しつつ、飯綱町ならではの「しごと」や最先
端の「しごと」について学び、都市や多世代の交流促進、創業支援等の核となる拠点（遊休公共財を活用）を整備。

海外情勢の変化やイノベーションが急速に進む今日、「稼ぐ」ためには、世間（海外を含む）でどのような「しごと」が必要とされ
ているのかを知り、その上で自分がどのような「しごと」に関心があるのかを考えられる機会に多く触れることが重要。
しかし、飯綱町の若者等は、情報格差のため、その機会が少なく、少しでも多くの情報を得ようと、都会に出てしまう。

多地域で連携して「しごとの学び舎」検討グループを半官半民で組織。自律的に持続可能なマネタイズ
（都会から金を呼ぶ策）の仕組みを確立しつつ、しごと情報等の中立性を確保。

働き方・生き方
働くことに必要な技能
最先端の技術
飯綱町の強み（自然など）

学ぶ

創業・事業運営
イベント
ソーシャルイノベーション

コミュニティ・人脈・出会い
コワーキングスペース
カフェ・レストラン
都市との交流（学校行事、企業
研修等の誘致）

交流 創る・行う
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信越自然郷 地域連携ＤＭＯ 創出事業

✓ 信越自然郷に属する長野県・新潟県の９市町村の観光団体、商工団体、農業団体、
行政担当者等による連携組織（信越自然郷地域連携ＤＭＯ）を立ち上げ、事業を
推進（日本版ＤＭＯ候補法人申請済）。

✓ 誘客宣伝、ツアー企画、プロモーション、特産品開発、インバウンド促進（Wifi整
備、案内看板等の多言語対応、ホームページ整備、カード決済支援等）、マーケ
ティングマネジメント等の観光事業を広域で取り組む。
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やぎ大活躍プロジェクト

✓ 昭和40年代ごろまで、ほとんどの農家で
「やぎ」が飼育されていた。

✓ 「やぎ」は田舎の原風景の象徴であり、遊
休荒廃地対策になる。

✓ 「やぎ」の乳を加工したチーズ開発等に取
り組む。

✓ 「やぎ」で癒されたい都会の住民をター
ゲットに、「やぎオーナー制度」（飼育
資金を提供するかわりに、やぎ動画や
チーズの提供を受ける）を提案したとこ
ろ、１週間で全国から40件以上の出資希
望者から連絡があった。
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